
福井市多文化共生推進プラン（第３次）の概要 

 

１ 多文化共生をめぐる社会環境の変化 

・人口減少と労働力不足 

・新たな在留資格の創設「特定技能１号」及び「特定技能２号」 

 

２ 福井市の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ これまでの取組と課題 第３章の基本方針別に課題を分類しています。 

 

 

 

 

 

第２章 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 プランの体系 

いろんな国の人たちが手をつなぎ ともに支えあうまちづくり 基本理念 

 

１ 趣旨  社会情勢が変わる中で、技能実習生の増加とともに外国人市民の国籍構成も変化しています。

また、国内の労働力不足を背景にした外国人材の受入れ拡大により、多文化共生社会への取組

強化が大きな課題になってきています。社会情勢や新たな課題に的確に対応し、より一層の多

文化共生施策の推進のため、福井市多文化共生推進プラン（第３次）を策定します。 

２ 期間  令和２年度から６年度（５年間） 

 

第１章 プランの概要 

本市における在留外国人数は、平成

30 年(2018 年)12 月末現在、4,442 人

で、総人口 264,326 人に占める割合は

1.68%と過去最高となっています。 

国籍別では、ベトナムやフィリピン

など東南アジアからの在留外国人が

増加しており、61 の国籍・地域に上り

ます。 

基本方針については、本市の現状と課題を踏まえて整理し、魅力ある多文化共生社会形成

のための「環境」「地域」「人」づくりを推進していきます。 

・国・地域の多様化への対応 

・住宅探しについて支援する仕組み

の構築 

・公共交通機関や自転車の利用につ

いての支援 
・増加する外国人労働者の就労環境

の整備 

・外国人市民に対する防災情報につ

いての継続的な啓発 

・外国人市民の地域社会への参画

に向けたコミュニティの把握 
 
・多文化共生について市民の意識

向上 
 
・国や県から提供される情報やツ

ールの活用 
 

・外国人市民にも利用しやすい子育

て支援施設の整備 
 
・就学前の外国につながる子どもに

対する日本語指導 
 
・就学中の各種手続きに関する多言

語化の充実 
 
・日本での生活ルールを知るための

学習機会の提供 

基本方針 
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在留資格別では、近年、技能実習と留学が増えており、平成

30 年末では技能実習の割合が 26％と最も高くなりました。前回

改定時に比べて、技能を身につけたり勉強をしたりするために、

一定期間在留する人が多くなっています。 

平成 31 年（2019 年）4月に在留資格「特定技能」が創設され

たことから、今後さらなる外国人労働者の増加が見込まれてい

ます。  

各年 12 月末現在 


